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サイ レ ー ンが どんな 歌 を 歌った 

か、 また アキ リ ー スが 女た ちの 間 

に 身 を 隠した とき どんな 名 を 名 

のつ たかは、 難問で は あるが、 み 

なみな 推量し かねる ことで はない。 

トマス. フラウ ン卿 



しょうと はしない。 だから、 チェス 遊びが 心的 性質に 

与える 効果な ど は、 ひどい 誤解 だとい うこと になる。 

私 はい ま、 なにも 論文 を 書いて いるので はない。 ただ、 

たいへん 勝手な こと を 述べて、 いささか 風 変り な 物語 

の 序文に しょうと している だけで ある。 ここでつ いで 

に、 手が 込んで いる わりにつ まらない チェスな どよ リ 

は、 地味な 碁 の ほうが、 もっと 確実に もっと 有効に、 

思索的 知性 の 高い 力 を 働かせる もの だと、 断言しょう。 

チェス は、 駒が いろいろと 奇妙な 動き 方 をす るし、 そ 

の 価値 もさ まざまで、 しかも 変る もの だから、 ただ 単 

ごびゅう 

に 複雑 だとい うだけ で (よく ある 誤謬 だが)、 なに か 深 



場合 を 想像して みょう。 もうこう なれば、 無論し くじ 

りの 起る はず はない。 すると この場合の 勝負 は (両方 

の 競技者が まったく 互角と して)、 知力 を 強く 働かせ 

た 結果と しての、 念入りな 駒の 動かし 方 だけで 決る こ 

と は 明らかで ある。 普通の 手が みな 尽きて しまう と、 

分析 家 は 相手の 心の なかに 自身 を 投げ こみ、 すっかり 

相手の 心に なりきって、 相手 を 誘って しくじらせたり、 

せきたてて 誤算 させたり する 唯一 の 方法 (ときには 実 

に ばかばかしい ほど 簡単な 手な の だが) を、 一 目で 発 

見す る ことが よく ある。 

ホイ スト は、 いわゆる 計算 力 を 養う ものと して 早く 



である。 これらの つぼ は 多種多様で、 しかも 多くの 場 

合、 普通の 理解力で はぜん ぜん 近づ きが たい 思考の 奥 

深く に 隠れて いるの だ。 注意 深く 観察 するとい うこと 

は 明瞭に 記憶す る ことであって、 そこまでなら 集中力 

の 優れた チェ スの 棋客 も ホイ スト を 十分う まくやる だ 

ろうし、 また ホイルの 法則 だって (それが ゲ ー ムの単 

なる メカニズムに 基づいた ものである 以上) 誰に でも 

十分に 理解で きる ものな の だ。 だから、 よい 記憶で、 

「方式」 どおりに やる という ことが、 うまく 勝負 をす る 

秘訣 だと 一般に 考えられ ている 点で ある。 ところが、 

分析 家の 腕の 見せ どころ は、 単なる 法則の 限界 を 越え 



構成 力と か 結合 力に よってであって、 骨相学者 たち は 

この 力 を 本源 的 能力と 想像して 別の 器官 を これに 割当 

てて いる (これ は 誤ってい ると 私 は 信ずる) ので ある 

が、 この 力 は 他の 点で はまる で 白痴に 近い 知力 を もつ 

人々 に 実にし ばし は 見られる ので、 いままで にも 倫理 

学者の 間に 広く 注意 を ひいた くらいで ある。 工夫 力と 

分析 力の あいだに は、 非常によ く 似通った 性質の もの 

では あるが、 空想と 想像の あいだの 相違よりも、 実に 

も つ と 大きな 相違が あるので ある。 

これから 語す 物語 は、 いままで 語った 命題の 注釈の 

ように、 読者 諸君に は 見える であろう。 



一 八 —— 年の 春から 夏に かけて パリに 住んで いたと 

き、 私 は C • ォ —ギュ スト-デュパン 氏と いう 人と 知 

合いに なった。 この 若い 紳士 は 良家の II 実際に 名家 

の 出であった がいろい ろ 不運な 出来事の ために 貧乏に 

なり、 そのために 気力 もくじけ て、 世間に 出て 活動し 

たり、 財産 を 挽回しょう とする 元気 もな くして しまつ 

た。 それでも、 債権者た ちの 好意で、 親 ゆずりの 財産 

の 残りが まだ 少しあった ので、 それから 上がる 収入で 

ひどい 節約 をしながら どうか こうか 生活の 必需品 を 手 

に 入れ、 余分な ものの ことな ど 思い もしなかった。 唯 

ぜいたく 

一 の 贅沢と いえ は、 実に 書物 だけで、 これ は パリで た 



した。 

ここでの 我々 の 日常生活が 世間に 知れたなら、 我々 

は 狂人と —— もっとも たぶん、 害の ない 狂人と —— 思 

われた にちがいない。 我々 の 歐遁は 完全な もので あつ 

た。 訪問者 は 一人 もよ せっけなかった。 実際、 我々 の 

隠れ家 は 私の 以前の 仲間た ちに は 注意 深く 秘密に して 

おいたし、 デュパンが パリで 世間と 交渉 を 絶って から 

よほど 年が たって いた。 我々 はた だ 二人 だけで 暮 して 

いた。 

できあい 

夜 そのもの のために 夜 を 溺愛 するとい うのが、 私の 

友の 気まぐれな 好み (というより ほかに 何と 言えよ 



う？) であった。 そして この 奇癖に も、 他の すべての 

彼の 癖と 同様に、 私 はいつ の 間に か 陥って、 まったく 

投げ やりに 彼の 気違い じみた 気まぐれに 身 を まかせて 

しまった。 漆黒の 夜の 女神 はいつ も 我々 と 一緒に 住ん 

でい ると いう わけに はいかない。 が、 我々 は 彼女 を模 

造す る こと はでき る。 ほのぼのと 夜が 明け かかる と、 

よろい ど 

我々 は その 古い 建物の 重々 しい 鎧 戸 を みんな しめてし 

まい、 強い 香りの 入った、 無気味に ほんの かすかな 光 

ろうそく 

を 放つ だけの 蠟燭を 二 本 だけと もす。 その 光で 二人 は 

読んだり、 書いたり、 話したり して —— 夢想に ふけり、 

時計が ほんとうの 暗黒の 来た こと を 知らせる までそう 



している。 それから 一緒に 街へ 出かけ、 昼間の 話 を 続 

けたり、 夜更ける まで 遠く 歩き まわった りして、 にぎ 

やかな 都会の 奇 しき 光と 影との あいだに、 静かな 観察 

が 与えて くれる、 無限の 精神的 興奮 を 求める ので あつ 

た。 

そうした ときに 私 は、 デュパンの 特殊な 分析 的 能力 

を 認めたり、 感嘆したり せずに はいられなかった (彼 

の 豊富な 想像力 か ら 十分に 期待し ていた こと だが)。 

彼 はまた、 その 能力 を 働かせる こと を なにも それ 

を 見せびらかす こ と で はな いとして も —— た いそう 喜 

ぶら しく、 また そのこと から 生ずる 偷快さ を、 私に あつ 



さり 白状し もした。 彼 は、 低い 含み笑い をしながら、 

たいていの 人間 は 自分から 見る と、 胸に 窓 を あけて い 

るの だ、 と 私に 向って 自慢し、 そういう こと を 言った 

あとで は、 いつも、 私の 胸の なか をよ く 知っている 実 

に はっきりした 驚くべき 証拠 を 見せる のであった。 そ 

んな ときの 彼の 態度 は 冷やかで 放心して いるよう だ つ 

た。 眼に はなん の 表情 もない。 声 はいつ も は 豊かな 

次 中 A— 曰な のが 最高 音に なり、 発音が 落ち ついていて 

はっきりして いなかったら、 まるで 癇癩を 起して い 

るよう に 聞え たろう。 こんな 気分に なって いる 彼 を 見 

ている と、 私 はよ く 二重 霊魂と いう 昔の 哲学に ついて 



深く 考え こみ、 二重の デュ パ ン —— 創造的な デ ュ パ ン 

と 分析 的な デ ュ パ ン —— と いう こ と を 考え て 面白く 思 

うのであった。 

いま 言った ことから、 私が なに か 神秘的な こと を 

語ったり、 なに か ロマンス を 書いたり しょうとしてい 

るな どと 思 つ て はならない。 私が この フランス 人に つ 

いて 語った こと は、 単に 興奮した、 もしかすると 一種 

の 病的な 知性の 結果に すぎない の だ。 だが、 こんなと 

きの 彼の 言葉の 調子に ついては、 例 を 挙げる のがい ち 

ばんよ くわ かるだろう。 

ある 夜の こと、 我々はパレ-ロヮィ，^ -1 ル 付近の、 



長い、 きたない 街 を ぶらぶら 歩いて いた。 二人ともな 

にか 考え こんでい たらしく、 少なくとも 十五 分 間 は ど 

ちらから も ひと 言 ももの を 言わなかった。 と、 まった 

く 突然に、 デュパン がこう 話しかけた。 

「いやまつ たく、 あいつ は 小男 さ。 そり や あ 

テア トル . デ . ヴ アリエ テ 

寄 席 の ほうが 向く だろう よ」 

「たしかに、 そのと おりだね」 と、 私 は 思わず 返事 を 

したが、 初めは 私が 心の なかで 考えて いた ことに 話し 

手が ちゃんと 調子 を 合わせて いた 不思議な やり方に 気 

がっかなかった (それほど 私 は 考えに 夢中に なって い 

たので)。 それから すぐ 我に 返って、 ひどく びっくり 



これ はま さしく 私の 考えて いた ことだった。 シャン 

ティリと いうの は、 もと サン • ド ニイ 街の 靴直し だつ 

たが、 芝居気 違いに なり、 クレビヨンの 悲劇の ク セル 

クセス の 役 を やって、 さんざん 悪評 を 受けた ので あつ 

た。 

「どうか 話して くれた まえ」 と、 私 は 大声で 言った。 

「どんな 方法で —— もし 方法が あるなら だよ —— 僕の 

心の なか を 見抜く ことができた のかと いう こと を」 事 

実、 私 は 口で 言う よりも も つ とび つ くりして いたの だ- 

「あの 果物屋 さ」 と 友 は 答えた。 「クセルクセス とか、 

すべ てそうい つた 役 をす るに は あの 靴底 直しで は寸が 



足りない という 結論 を、 君に させた の はね」 

「果物屋 だって！ —— 驚く ねえ、 —— 果物屋 なんて 

僕 は 一 人 も 知り やしないよ」 

「僕たちが この 通りへ 入った ときに 君に ぶ つつかった 

あの 男 さ、 —— もう 十五 分 も 前だった ろう」 

そう 言われて 私 は 思い出した。 いかにも、 我々 が C 

—— 街から この 通りへ 曲った ときに、 頭に 大きな 

林檎 籠 をのせ た 果物屋が、 誤って 危うく 私 を 突き倒し 

そうにな つたの だった。 だが、 それが シャン ティリと 

どんな 関係が あるの か、 私に はどうしても わからな 

かった。 



き 実に 興味の ある もので、 初めて それ を 試みる 人 は、 

出発点と 到着 点との あいだに ちょっと 見る と 無限の 距 

離と 無 連絡との ある ことに 驚く の だ。 だから、 この フ 

ランス 人が いま 言 つたこと を 聞いて、 それが 真実で あ 

る こと を 認める ほかなかった ときの、 私の 驚き は どん 

なであった ろう。 彼 はつ づけて 言った。 

「もし 僕の 記憶が まちがって なければ、 C —— 街 を 出 

るすぐ 前に、 僕たち は 馬の こと を 話して いたの だ。 そ 

れが 僕たちの 最後の 話題だった ね。 この 通りへ 曲った 

とき、 頭に 大きな 籠 をのせ た 果物屋が 急いで 僕たちと 

すれちがって、 歩道 を 修繕して いると ころに 集めて 



あった 舗石の 積 山の 上に 君 を 押し やった。 君 は そのば 

くるぶし くじ 

らばら の 石ころ を 踏んで、 す ベリ、 踝 を ちょっと 挫 

いたので、 むかつと した 不機嫌な 様子で、 ぶつぶつ 言つ 

て、 積んで ある 石 を 振り向いて 見た が、 あと は 黙って 

歩き だした。 僕 はなに も 君の する ことにと くに 注意し 

ていたん じ やない。 が、 近 ごろ、 どうも 観察と いう こ 

とがせずに はいられ なくなって いるんで ね。 

君 はずつ と 地面に 眼 を 落して いた、 —— むっとした 

表情 をした まま、 舗石の 穴 や 轍 を ちらり ちらりと 眺 

めながら ね (だから 君が まだ 石の こと を 考えて いる こ 

とが 僕に はわ かったん だ)。 そのうちに 僕たち は あの 



^B^O^iB liter ひ p>rim ひ sonum. ガ (初 

めの 文字 は 昔の 音 を 失えり) 

という 詩句の こと さ。 これ はもと ゥ リオンと 書いた の 

を いまでは オリオン とな つ ている こと を 言った もの だ 

と 話した ことがある。 で、 この 説明に 関した ある 辛辣 

な 皮肉から、 君が それ を 忘れる はずがない の を 僕 は 

知っていた。 だから、 君が オリオンと シャン ティリと 

いう 二つ の 観念 を かならず 結びつける だろうと いう こ 

と は 明らかだった。 はたして 君が そうした という こと 

は、 君の 唇に 浮んだ 微笑の 様子で わかった。 君 は あの 

かわいそうな 靴直しが やつ つけられ たこと を 考えた の 



だ。 それまで は 君 はこ ごんで 歩いて いたが、 そのと き 

体 をぐ つと 十分に 伸ばした。 そこで 僕 は 君が シャン 

ティリの 小柄な こと を 考えた という こと を 確信した よ 

で、 そのと きに 君の 黙想 を さえぎって、 ほんと にあい 

つ は —— あの シャン ティリ は —— 小男 だから、 寄席の 

ほうが 向く だろう、 と 言った のさ」 

それから しばらくた つたころ、 『ガゼット • 、デ • トウ 

リビュ ノ—』 の 夕刊に 眼 を 通して いると、 次の ような 

記事が 我々 の 注意 を ひいた ので ある。 

「奇怪なる 殺人事件。 —— 今暁 三時 ごろ、 サン. ロッ 



ク 区の 住民 は、 レス パネ 工夫 人と その 娘 カミイ ュ -レ 

ス パネ ェ 嬢との 居住す る、 モルグ 街の 一軒の 家屋の 四 

階より 洩れたら しい、 連続して 聞え る 恐ろしい 悲鳴の 

ために、 夢 を 破られた。 通常の 方法で 入ろうと したが 

不可能だった ので 少し 遅れ、 金梃で 門口 を 打ち こわし 

て、 近隣の 者 八、 九 人が 二 名の 憲兵と ともに 入った。 

この ときには 叫び声 はやんで いた。 が 一 同が 最初の 階 

段 を 駆け上が つていた とき、 はげしく 争うよう な 荒々 

しい 声が 二言 三 言 聞き とれた。 それ は 家の 上の 方から 

聞え たもの らしかった。 第二の 踊 場に 着いた ときには、 

この 音 もやんで しまい、 あたり はまった く 静かに なつ 



た。 一同 は 手分けして 室から 室へ と 走り まわった。 四 

かぎ 

階の 大きな 裏側の 部屋へ 行く と (その 扉 は 内側から 鍵 

を かけて あつたので、 無理に 押し あけた の だが)、 そこ 

きょうかく 

に 居 合せた 全員 を 驚愕させる というよりも、 むしろ 

せんりつ 

戦慄させる 光景が 現出した ので ある。 

室内 は 実に 乱雑 を 極め —— 家具 は 打ち こわされ 四方 

に 投げ 散らされ ている。 寝台 はた だ 一 個 ある だけで、 

その 寝具 は 取りの けられ、 床の 中央に 投げ だされて い 

力み そリ 

た。 椅子の 上に は 血に まみれた 剃刀が ある。 炉の 上に 

はや はり 血に 染まった、 長い、 ふさふさした 人間の 灰 

色の 髪の毛が 二 束ば かり、 根元から 引き抜かれ たもの 



らしい。 床の 上に は ナポレオン 金貨 四 枚と、 黄玉の 耳 

メタル . ダル ジ ェ 

輪 一個と、 銀の 大きな スプ— ン三 個と、 洋銀の 小 

さな スプ ー ン三 個と、 金貨 約 四千 フラン 入りの 袋 一 一個 

たんす 

とが ある。 一隅に ある 箪笥の 引出し は あけて あって、 

たくさんの 品物が なかに 残って はいるが、 明らかに か 

すめ 取られた らしい。 鉄の 小さな 金庫が 寝具 (寝台で 

はなく) の 下に 発見され た。 あけて あって、 鍵 はま だ 

錠前に さした ままに なって いる。 なかには 数 通の 古手 

紙と、 あまり 重要で はない 書類との ほかに は、 なにも 

入って いなかった。 

ここで は レス パネ 工夫 人の 姿 は 見えなかった。 が、 



炉 のなかに 非常に 多量 の 煤が 認められ たので、 煙突の 

なか を 探って みると、 (語る も 恐ろしい こと だが！) 頭 

部 を 下にした 娘の 死体が そこから 引き出された。 その 

せまい 隙間に そうして かなり 上まで 無理に 押し上げら 

れ ていたの である。 体 は 十分 温かだった。 調べて みる 

と、 多くの 擦り傷が あつたが、 これ はたし かに 手荒く 

押し こんだり 引き出したり したために できた もので あ 

る。 顔面に は ひどい 搔き 傷が 多数 あり、 咽喉に も 黒ず 

んだ 傷と、 深い 爪の 痕 とがあって、 被害者 は 絞め殺さ 

れ たようであった。 

家の あらゆる 部分 をく まなく 捜索した が、 それ 以上 



噂だった。 洗濯物 を 取りに 行ったり 持って行ったり 

するとき に、 その 家で 誰に も 逢った ことがない。 たし 

かに 召使 は 一人 も 使って いなかった。 その 建物に は 四 

階の ほかに は どこに も 家具がない ようであった。 

煙草 商、 ピエ ー ル. モロ ー の 証言。 いままで 四 年間、 

かぎたばこ 

レス パネ ェ 夫人に 少量の 煙草お よび 嗅 煙草 を 売 つてい 

た。 その 付近で 生れ、 ずっと そこに 住んで いる。 夫人 

と 娘と は、 その 死体の 見出された 家に 六 年 以上 住んで 

いた。 もとは 宝石商が 住んで いて、 上の ほうの 部屋 を 

いろいろな 人々 に 又貸しし ていた。 家 は レス パネ 工夫 

人の 所有であった。 彼女 は 借家の 又貸し を 嫌って、 自 



いう ことだった。 レス パネ 工夫 人と 娘との 親戚で 生き 

ている 者が あるか どうか も わからなかった。 表の 窓の 

鎧 戸 は ほとんど 開かれた ことがない。 裏の 窓の 鎧 戸 は、 

四 階の 大きな 裏側の 室 をの ぞいて、 いつもし めて あつ 

た。 家 はよ い 家で、 あまり 古くない。 

憲兵、 イジ ドル. ミ ュゼェ の 証言。 朝の 三時 ごろ そ 

の 家へ 呼ばれ、 戸口のと ころに 約 二、 三十 人の 人が 入 

ろうとして いるの を 見た。 ついに 銃剣 を もって —— 鉄 

梃で はなく —— その 戸口 を こじ あけた。 二 枚 門つ まり 

かんぬ き 

両開き 門に なって いて、 下に も 上に も ST がか かって 

いないため あける に は 大して 困難はなかった。 悲鳴 は 



門が 開く までつ づき、 I それから 突然 やんだ。 それ 

くもん 

は 誰か 一人の (あるいは 数人の) 人の はげしい 苦悶の 

叫び声ら しく、 —— 大声で 長くて、 短い 早口で はな かつ 

た。 証人が さきに 立って 二階へ 上った。 初めの 踊 場に 

つ いたと き、 声高く はげしく 争うよう な 一 一 つの 声が 聞 

えた。 一 つ は 荒々 しい 声で、 もう 一 つ はもつ と 鋭い I 

I 非常に 妙な 声 だ つた。 荒々 しい 声の ほうの 数 語 は 聞 

きとれ た。 それ は フランス 人の 言葉だった。 女の 声で 

はない こと は 確か だ。 『畜生』 と いう 言葉と 『くそ ッ！』 

と いう 言葉と を 聞きと る ことができた。 鋭い 声 は 外国 

人の 声だった。 男の 声 だか 女の 声 だか、 はっきり わか 



いう こと は 確かで はない。 女の 声だった かもしれ ぬ。 

イタリア 語に は 通じてい ない。 言葉 は 聞き とれな かつ 

たが、 音の 抑揚で、 言った の は イタリア 人 だと 確信す 

る。 レス パネ 工夫 人と その 娘と を 知っている。 二人と 

しばしば 話し合った ことがある。 その 鋭い 声 は どちら 

の 被害者の 声で もない こと は 確か だ。 

料理店 業、 ォ ー デン ハイ メルの 証言。 この 証人 は自 

分から 進んで 証言した。 フランス語 を 話せない ので、 

通訳 をと おして 調べられた。 アムステルダムの 生れで 

ある。 悲鳴の 聞え たと きに その 家の 前 を 通りかかった。 

悲鳴 は 数 分 II たしか 十分く らい II の 間 つづいた。 



長くて、 大声で、 —— 実に 恐ろしく、 苦しげ だった。 

その 建物へ 入った 連中の 一人で ある。 一点 をの ぞいて 

すべての 点で 前に あげた 証言 を 確証す る。 鋭い 声 は 男 

の —— フランス 人の 声で ある こと は 確か だ。 言った 言 

葉 は 聞き とれなかった。 声高く、 速くて、 —— 高低が 

あり、 —— 明らかに 怒りと 恐れと から 発せられ たもの 

であった。 耳 ざ わりな 声で —— 鋭い というよりも 耳 

ざ わりな ものであった。 鋭い 声と は 言えぬ。 荒々 しい 

声の ほう は 『畜生！』 と 『くそ ッ！』 と を くりかえし 

て 言い、 一 度 は 『こら ッ！』 と 言った。 

ド ロレ ー ヌ街 ミニ ョ ー 父子 銀行の 頭取、 ジュ ー ル- 



ミニ ョ 老 ミニ ョ ー の 証言。 レス パネ 工夫 人 は 多 

少の 財産 を 持って いた。 —— 年 (八 年 前) の 春から 彼 

の 銀行と 取引 を 始めた。 ときどき 少額ず つ 預け入れた。 

死亡の 三日 前まで は 少しも 払い出した ことはなかった 

が、 その 日 彼女 は 自分で やって来て 四 〇〇〇 フランの 

金額 を 引き出した。 この 額 は 金貨で 支払われ、 一人の 

行員が 金 を 家まで 届けた。 

ミニ ョ— 父子 銀行の 行員、 ァ ドルフ • ル • ボンの 証 

言。 当日の 正午 ごろ、 彼 は 四 〇〇〇 フラン を 二 個の 袋 

に 入れて レス パネ 工夫 人と その 住宅へ 同行した。 扉が 

開く と レス パネ ェ 嬢が あらわれて 彼の 手から 一 つの 袋 



合ったり する 音が した。 鋭い 声の ほう は 非常に 高く I 

I 荒々 しい 声よりも 高かった。 イギリス 人の 声で はな 

いこと は 確か だ。 ドイツ人の 声ら しかった。 女の 声 

だった かもしれ ぬ。 ドイツ語 はわから ない。 

以上の 証人のう ち 四 名 は 当時 を 思い出して、 さらに 

証 言 した。 レス パネ ェ 嬢の 死体の 見つかった 室の 扉 は、 

一同が そこへ 着いた ときには、 内側から 錠が 下りて い 

うめ 

た。 まったく ひっそり していて、 —— 呻き 声 もなん の 

物音 も 聞えなかった。 扉 を こじ あけた ときには、 誰も 

いなかった。 裏の 部屋 も 表の 部屋 も 窓が 下りて いて 内 

側から しっかりし まっていた。 その 二つの 部屋の あい 



だの 扉 はし まってい たが、 錠 はか かってい なかった。 

表の 部屋から 廊下へ 通ず る 扉 は 錠が かかって いて、 鍵 

は 内側に あった。 四 階の 廊下の つき 当リ にある 表側の 

小さな 部屋 は 開かれて いて、 扉が 少し あいていた。 こ 

の 部屋に は 古い 寝台 や、 箱 や、 その他の ものが 詰め こ 

ん であった。 これら は 念入りに 取りの けられ 捜索され 

た。 家 じゅう 残る くまなく 丹念に 捜索され た。 煙突の 

なか は 『煙突 掃除器』 で 上げ下げした。 家 は 屋根裏 部 

屋 (マン サ ルド) の ある 四 階 建であった。 屋根の 引窓 

はき わめて 固く 釘 づけに され、 —— 幾年 も 開かれな 

かった ように 見えた。 争う 声の 聞え たと きと 部屋の 扉 



左の 經 骨と 左側の 全 肋骨 は ひどく 折れて いた。 全身が 

おそろしく 傷つ けられ 変色して いた。 この 傷害が どう 

こんぼう 

して 加えられ たかは わからない。 木製の 重い 棍棒、 あ 

るい は 鉄製の 広い 棒 II 椅子 II なに か 大きな、 重い、 

鈍い 形の 凶器 を、 もし 非常な 大力の 男の 手で 使った な 

ら、 このような 結果が 起きた かもしれ ない。 女で は ど 

んな 凶器 を 用いても こういう 危害 を 加える こと はでき 

ない。 被害者の 頭部 は、 証人の 見た ときには、 すつ か 

リ 胴から 離れて、 これ も ひどく 砕かれて いた。 咽喉 は 

明らかに、 なに かたい へん 鋭利な 刃物で —— たぶん 剃 

刀で —— 切られて いた。 



外科医、 アレクサンドル . エティエンヌ は 死体 を検 

視 する ために デ ユマ 氏と ともに 呼ばれた。 デ ユマ 氏の 

証言と 鑑定 を 確証す る。 

そのほか 数名の 者が 調べられ たが、 以上の ほかに 重 

要な こと はなに も 得られなかった。 すべての 点で こん 

な 不思議な、 こんな 不可解な 殺人事件 II まあ かりに、 

ほんとの 殺人が 行われた ものと して だが —— はパ リ で 

はい ままで 行われた ことがなかった。 警察 はまった く 

途方に 暮れて いる。 II この種の 事件で は 珍しい 出来 

事で ある。 しかも 手がかり らしい ものの 影 もない」 



同紙の 夕刊 は、 サン . ロック 区で はま だ 大騒ぎが つ 

づ いている こと、 —— 犯罪の 行われた 家が ふたたび 念 

入りに 探索され たこと、 改めて 証人 を 呼び出して 取り 

調べた が、 なんの 得る ところ もなかつ たこと、 を 報じ 

た。 しかし、 付記と して、 ァ ドルフ .ル. ボンが、 既 

報の 事実 以上に なにも 有罪と すべ きと y J ろが な いに も 

かかわらず、 逮捕されて 収容され たこと がしる して 

あった。 

デュパン はこの 事件の 進展に 奇妙な く らい 興味 を感 

じている らしかった。 —— 彼 はなに も 批評め いた こと 

は 言わなかった が、 少なくとも 私 は その 態度から そう 



ら かすが、 それが ときに よると その 目的に うまく 合つ 

ていない のでね。 例の ジュ ー ル ダン どのが、 

プ I ル ■ ミ ユウ . ザン タン ドル - ラ - ミュジ イク 口— ブ . ド. シャン ブル 

音楽 を もっとよ く 聴く ために —— 部 屋 着 を 持つ 

てこい と 言った こと を 思い出させ るよ。 彼らの 達した 

結果に は、 ときには 驚くべき ものが ある。 が、 その 大 

部分 は 単なる 勤勉と 活動と で 得た ものなん だ。 この 二 

つが 役に立たない ときには、 彼らの 計画 は 失敗す る。 

たとえば、 ヴィ ドック は 推量が うまくて、 根気 強い 男 

だった。 しかし、 考えに 教養がなくて、 いつも 調査に 

熱心す ぎる ためにし くじって いた。 彼 は 物 を あまり 近 

くへ 持って くるので 視力 を 減じた の だ。 一、 二の 点 は 



たぶん 非常に はっきり 見えた かもし れん。 が、 そのた 

めに どうしても ものごと を 全体として 見失 うんだ ね。 

こういう わけで、 あまり 考えが 深す ぎる という ことが 

ある もの だ。 真理 は 必ずしも 井戸の なかにはない。 事 

実、 重要な ほうの 知識と なると、 それ はいつ も 表面に 

ある もの だと 僕 は 信じる。 深さ は、 真理 を 探し 求める 

渓谷に あるので あって、 その 真理が 見出される 山嶽に 

あるので はない。 こういった 誤謬の 典型 は、 天体 を 観 

察する ときの ことで よく わかる。 星 を ちらりと 見る こ 

とが —— 網膜の 外側 を (そこ は 内側よりも 弱い 光線 を 

感じ やすいの だ) 星の 方へ 向けて 横目で 見る ことが、 



ろうよ。 〔楽しみと いうの はこん な 場合に 用いる に は 

妙な 言葉 だと 思った が、 私 は 何も 言わなかった〕 それ 

に また、 ル. ボンに は 前に 世話になった ことがあって、 

僕 は その 恩 を 忘れて はいない。 出かけて 行って、 僕た 

ち 自身の 眼で その 家 を 調べて みょう。 僕 は 警視総監の 

G —— を 知ってい るから、 必要な 許可 をと るの は 簡単 

だろう」 

許可が 得られた ので、 我々 はさつ そく モルグ 街へ と 

出かけた。 そこ は リシ ユリ ュ ー 街と サン. ロック 街と 

の 間にある みすぼらしい 通りで ある。 この 区域 は 我々 

の 住んで いた 区域と ずっと 離れて いるので、 そこへ 着 



あと 戻りして、 II 我々 はふた たび 家の 前へ 来て、 

ベ ルを 鳴らし、 証明書 を 見せて、 管理人に 入れて もら つ 

た。 二人 は 階段 をの ぼり、 —— レス パネ ェ 嬢の 死体の 

見つかった、 被害者 二人が まだ 横たわつ ている 室へ 

行った、 例のと おり、 部屋の 乱雑 さは そのまま にして 

あった。 私に は 『ガゼット • デ • トウ リビ ュ ノ ー』 に 

報ぜられ ていた 以上の こと はなに も 見えな か つた。 

デュパン はなにから なにまで、 被害者の 死体 を も、 精 

細に 調べた。 我々 は それから 他の 部屋 部屋 を 歩き ま 

わったり、 中庭へ 行ったり した。 一人の 憲兵がず つと 

付き そってき た。 調査 は 暗くなる まで かかり、 それ か 



ら我々 は ひき 上げた。 家へ 帰る 途中で、 私の 連れ は あ 

る 新聞社へ ちょっと 立ちよ つた。 

前に 言った ように、 友に はさま ざまな むら 気があつ 

て、 Je les m§nageais (私 は 逆らわないで そっとして 

おいた) —— 英語に はこの 文句に ちょうど 当る ものが 

ひる 

ない —— であった。 ところが 今度 は、 翌日の 午 ごろ ま 

では、 この 殺人事件 に関する 会話 はいつ さいした くな 

いという のが 彼の 気分な のであった。 その 時になる と、 

彼 は 突然に、 凶行の 現場に どんな ことで も 変った こと 

を 認め はしなかった かと 私に 尋ねた。 

「変った」 という 言葉に 力を入れた 彼の 様子に は、 な 



ぜか 知らない がな にか 私 を ぞっとさせる ものが あった。 

「いいや、 変った ことって なにもなかった よ」 と 私 は 

言った。 「少なくとも、 僕たち 二人が 新聞で 見た こと 

以上に はなに もね」 

「あの 『ガゼット』 はこの 事件の 異常な 恐ろし さを理 

解して いないよ うだよ」 と 彼が 答えた。 「しかし あん 

な 新聞の くだらん 意見なん ぞは 相手に せずにお こう。 

マ J の 怪事件 は 解決が 容易 だと 思われる の だが、 そ う 思 

われる 理由の ために —— つまり、 その外 観が 異様な 性 

質な ので —— かえって 不可解 だと 考えられ ている、 と 

僕に は 思われる の だ。 警察 は、 動機が わからな いため 



に —— 殺人 そのものよりも、 殺人が あまりに 凶暴な た 

めに 当惑して いる。 また、 彼ら は、 あの 争って いるよ 

うに 聞え た 声と、 階上に は 殺された レス パネ ェ 嬢の ほ 

かに 誰も 見あたらず、 また 階段 をの ぼって ゆく 一行の 

者に 気づかれないで 逃げる 手段がない という 事実との、 

つじつま 

辻 棲 を 合わ せる ことが で きな いこと で も 途方に 暮れ て 

いる。 部屋が ひどく 乱雑に なって いた こと、 死体が 頭 

を 下にして 煙突の なかに 突き上げ てあつた こと、 老夫 

人の 体が むごたら しく 切り さいなまれ ていた こと、 な 

どの 事実 や、 さっき 言った こと、 それから 僕が わざ わ 

ざ 言う まで もない 他の 事実な ど は 、 警察) J 自慢の 明敏 



て、 こういう 証言の 得られる 声と いうの は、 ほんとう 

に 実に 奇妙な ただならぬ ものだった にちがいないね！ 

—— その 声の 調子に は、 ョ ー 口 ツバの 五大国の 人間に 

さえ 聞き なれたと ころが 少しもな かったん だぜ！ 君 

は アジア 人の —— アフリカ 人の 声だった かもし れんと 

言う だろう。 アジア 人 も アフリカ 人 も パリに はたく さ 

ん いない。 が、 その 推定 を 否定し ないで、 僕 は 単に 今、 

三つの 点 を 君に 注意しても らいたい。 その 声 を 一 人の 

証人 は 『鋭い というよりも 耳 ざ わりな』 ものと 言って 

いる。 他の 二人 は 『速くて 高低の ある』 ものであった 

と 言って いる。 どの 証人 も、 言葉 —— 言葉に 似た 音 I 



I を 聞き とれた と は 言って いない」 

「僕が これまで」 と デュパン はつ づけて 言った。 「君 

の 理解力に どんな 印象 を 与え たかは 知らない。 が 僕 は、 

証言の この 部分 —— あの 荒々 しい 声と 鋭い 声と に つ い 

ての 部分 II だけからの 正しい 推定で も、 この 怪事件 

の 調査の 今後 いっさいの 進展に 一 つの 方向 を 与える 十 

分な 手がかりに なると、 はっきり 言い きれる ね。 いま 

『正しい 推定』 と 言った が、 これで は 僕の 言いたい とこ 

ろ は 十分に 言い あらわせない。 僕 は、 その 推定 は 唯一 

の 正しい 推定で あると いう こと、 また、 その 手がかり 

は そのた だ 一 つの 結果と して それから 必ず 起って くる 



臭 跡が ちょっとの 間 も 失わな かったん だ。 鎖の 環 は 

一 つも 切れて いないの だぜ。 僕 はこの 秘密 をと ことん 

の 結果まで たどって 行った。 —— そして その 結果と い 

うの は、 その 釘な の だ。 それ は 実際 あらゆる 点で 第一 

の 窓に あるのと 同じ 様子 をして いた。 が、 この 事実な 

んぞ は、 (決定的な ものに 見える かもしれ ない が) ここ 

で、 この 点で、 手がかりが 終って いると いう 事情と 比 

ベ れば ぜんぜん 無力な もの だよ。 『釘に なに か 変った 

ことがある にちがいない』 と 僕 は 言った。 僕 は それに 

さわって みた。 すると、 その 頭の ほうが、 四 分の ーィ 

ンチ ほどの 釘 身が ついた まま、 ぼろり と 取れて 僕の 指 



に 残った。 釘 身の 残り は 錐 穴の なかに あって、 折れた 

ままに なって いた。 折れた の は 古くの ことで (という 

さ かなづち 

わけ は 先が すっかり 鯖び ていた からだ)、 鉄鎚で 打ち 

こまれた ときに そうな つたら しい。 その 鉄鎚で、 釘の 

頭の 部分 は 下の 窓枠の 上に いくらか 入った の だ。 今度 

はこの 頭の 部分 を もとの 穴 へ 注意 深く はめて みた。 す 

ると まったく 完全な 釘と 見え、 —— 折れ目 は 見えな く 

なった。 僕 は 弾機 を 押して、 窓枠 を そっと 二、 三 イン 

チ 上げて みた。 釘の 頭 は、 しっかり その 穴に はまった 

まま、 それと 一緒に 上がった。 窓 をし める と、 また 完 

全な 一 本の 釘の ように 見えた。 



謎 はこ こまで はもう 解けた の だ。 加害者 は 寝台に 面 

している 窓から 逃げたん だよ。 彼が 出る と 窓 は ひとり 

でに 落ちて (あるいは わざと しめたの かもし れんが)、 

弾機で しっかり しまって しまった。 そして、 この 弾機 

でし ま つ ている の を 警察 は 釘で しま つ ている の だと 思 

い 違い をして、 —— それ 以上 調査す る こと は 不必要 だ 

と 考えた、 という わけさ。 

つぎの 問題 は 下へ 降りる 方法 だ。 この 点に ついては、 

僕 は 君と 一 緒に あの 建物の まわり を 歩いて いる あいだ 

にわかつ ていた。 例の 窓から 五フィ ー ト半 ばかり 離れ 

たと ころに 避雷針が 通って いる。 この 避雷針から 窓へ 



直接 手 を かける こと は 誰に だってで きないだろう。 入 

る こと は 言うまでもない。 だが、 僕 は、 あの 四 階の 鎧 

戸が パ リの 大工が フエ ラ ー ドと言 つてい る 特殊な 種類 

の ものである ことに 眼 をと めた。 いまでは めった 

に 用いられな いが、 リヨン ゃボ ルド ー などの ごく 古い 

屋敷に よく 見られる 種類の ものだね。 普通の 扉 (両開 

き 扉ではなくて 一枚 扉) のようにな つていて、 ただ 違 

うの は 上半 分が 格子造り、 すなわち 格子 細工に なって 

いる こと だ。 —— だから 手 を かける にす こぶる 都合が 

いい。 さてい まの 場合で は、 この 鎧 戸 は 幅が たっぷり 

三フィ ー ト半も ある。 僕たちが 家のう しろから 見た と 



きに は、 この 鎧 戸 は 二つと も 半分 ほど 開いて いた。 I 

I つまり、 壁と 直角に なって いた。 警察の 連中 も 僕と 

同様に 家のう しろ を 調べたろう。 が、 それにしても、 

この フェラ ー ドを 正面から 見た ので (そうにち がいな 

い)、 彼ら は あの 幅の 大きい ことに 気がつかなかった か、 

なんにしても それ を 考えに 入れなかった の だ。 実際、 

この 方面から 逃げ出た はずが ない といつ たん 思い こん 

でし まった ので、 自然 ここ は ざっとし か 調べなかった 

ん だろう な。 しかし 僕に は、 寝台の 頭の ほうの 窓に あ 

る 鎧 戸 を 十分に 壁の 方へ 押し開けば、 避雷針から 二 

フィ ） 以内のと ころまで とどく、 という こと は 明ら 



かだった。 また、 ごく 並外れた 勇気と 活動力と が あれ 

ば、 避雷針から こうして 窓の 内へ 入る ことができ たか 

もしれ ない、 という こと も 明らかだった。 二 

フィ ー ト半も 手 をのば せば (いま その 鎧 戸が すっかり 

開いて いると 想像して)、 強盗 は 格子 細工のと ころ を 

しっか リ摑 むこと がで きたろう。 それから、 避雷針 を 

はなし、 足 をし つかり 壁に かけて 踏ん ばり、 思いき つ 

て それ を 蹴る と、 鎧 戸 は あおりをくって ばつと しまる 

だろう。 そして、 そのと き 窓が あいてい たと 想像 すれ 

ば、 部屋の なかへまで 跳び こむ ことができ るの だ。 

こういう きわどい、 こうい うむず か し い 離れ わざ を 



れんが、 理論で はそう はいかない。 僕の 最後の 目的 は 

真実 だけ だ。 で、 さしあたっての 目的 は、 いま 言った 

そのごく 並外れた 活動力と、 どこの 国の 言葉 か 一 人 一 

人の 意見が みな まちまちで、 ひと 言 も 聞き わけられな 

かった、 あの ごく 特異な 鋭い (あるいは 耳 ざ わりな)、 

高低の ある 声と を、 君に 考え 合せても らいたい ことな 

ん だよ」 

こう 言われる と、 デュパンの 言つ ている ことの 意味 

の、 おぼろげな、 いくらか 形 をな した 概念が、 私の 心 

を かすめた。 私 は 今にも わかり かけて いるよう で、 わ 

からなかった。 ちょうど 人が ときどき、 いまにも 



出して、 四千 フランの 金貨 を 残して おいて 行った か？ 

金貨 は 残して おいて あつたんだ ぜ。 銀行家の ミニ ョ— 

氏の 言った ほとんど 全額が、 袋に 入った まま 床の 上に 

あつたんだ ぜ。 だから、 家の 扉のと ころで 金が 渡され 

たという 証言の ために 警察の 連中の 頭の なかに 浮んだ、 

動機に ついての まちがった 考えなん ぞは、 君に は 振り 

すてても らいたい ね。 こんな こと (金が 渡されて、 そ 

れを 受け取った 者が それから 三日 以内に 殺された とい 

うこと) などよりも 十倍 も 不思議な 暗合が、 僕たちみ 

ん なに、 生涯の 毎時 間 ごとに、 ほんの ちょっとした 注 

意 も ひかないで、 起って いるの だ。 一般に 暗合と いう 



もの は、 蓋然性の 理論 II 人間の 研究の もっとも 輝 

かしい 対象に もっとも 輝かしい 例証 を 与えて いる あの 

理 論 —— を 少しも 知らない ように 教育され た 思索 家た 

ちに は 大きな 障害物 なんだ。 今度の 場合で は、 もし 金 

が なくなって いたのなら、 三日 前に それ を 渡した とい 

う 事実 は、 暗合 以上の ある ものと なった かもしれ ない。 

動機に ついての 例の 考え を 確実に する もので あつたか 

もしれ ない。 しかし、 今度の 場合の ほんとうの 事情の 

下で は、 金が この 凶行の 動機 だと 考えるならば、 僕た 

ち は その 犯人 を、 金 も 動機 も 一 緒に 投げす てて しまう 

ような、 ぐうたら な 馬鹿者 だと 思わなければ ならない 



でもつ とも 凶悪な 奴と 想像して みても、 なに か 人間業 

という 普通の 考え方と はまる で 相容れな いもの —— が 

ある こと を、 君 は 認める だろう。 また、 四、 五 人 もの 

人間が 力 を 合わせて や つ と 引きお ろす ことができた ほ 

ど、 その 隙間に そんなに 強く 死体 を 突き上げた 力と い 

うのはなん と 大した もの か！ という こと を 考えて み 

たまえ。 

今度 は、 実に 驚くべき 力 を 用いた 証拠が もう 一 つ あ 

るの を 見よう。 炉の 上に は 人間の 灰色の 髪の毛の ふさ 

ふさした 束 II 非常 に ふ さ ふさした 束 II が あった。 

これ は 根元から 引き抜いた ものだった。 頭から こんな 



ふうに 二、 三十 本の 髪の毛 だって 一緒にむ しり 取る に 

は 大した 力の いる こと は 君 も 知ってい るだろう。 君 も 

僕と 同様 その 髪の毛 を 見たん だ。 あの 根に は (ぞっと 

する が！) 頭の 皮の 肉が ちぎれて くっつい ていたね。 

—— まったく 一 時に 何十 万 本の 髪の毛 を ひっこ 抜く と 

きに 出す ような 恐ろしい 力の 証拠 だ。 老 夫人の 咽喉 は 

ただ 切られて いただけ ではなく、 頭が 胴から すっかり 

離れて しまって いた。 道具 はた だの 剃刀なん だぜ。 こ 

の やり方の 獣 的な 残忍性 も 見ても らいたい。 レス パネ 

工夫 人の 体に ある 打撲傷の こと は 僕 は 言わない。 デュ 

マ 氏と、 その 助手の エティエンヌ 氏と は、 それ はなに 



えて、 部屋が へんに 乱雑に なって いた こと を 正しく 考 

えてみ るなら、 僕たち はいよ いよ、 驚くべき 敏捷 さ、 

超 人間的な 力、 獣 的な 残忍性、 動機の ない 惨殺、 まつ 

たく 人間離れ のした 恐ろしい 奇怪な 行為、 いろんな 国 

の 人た ちの 耳に も 聞き慣れない 調子の、 はっきり 理解 

できる 言葉が ひと 言 も 聞き とれな か つたと いう 声、 な 

どの 観念 を 結び つける ところまで きたの だ。 とすると、 

どんな 結果になる かね？ 君の 想像に 僕 は どんな 印象 

を 与えた かね？」 

デュパン がこう 尋ねた とき、 私 は 思 わ ずぞ つと した 

のだった。 「狂人が やつたん だね」 と 私 は 言った。 「I 



メゾ ン. ド. サン テ きょうそう 

I 誰か 近所の 癲 狂 院 から 逃げ出した 狂躁 性の 気 違 

いが」 

「ある 点で は」 と 彼が 答えた。 「君の 考え は 見当違い 

じ やない よ。 だが、 狂人の 声 は 発作の もっとも はげし 

いとき でも、 階段のと ころで 聞え た あの 変な 声と 決し 

て 符合す る もので はない ね。 狂人 だって どこかの 国の 

人間 だし、 その 言葉 は、 たとえ 一 語 一 語が どんなに 切 

れ 切れで も、 音節 はいつ もちやん とくつつ いている は 

ず だよ。 そのうえに、 狂人の 髪の毛 は 僕が いまこの 手 

に 持って いるよう な こんな もの じゃあない。 僕 はこの 

少しの 束 を、 レス パネ 工夫 人の 固く つかんで いた 指 か 



ら ほどい たんだ。 君 はこれ を 何 だと 思う？」 

「デュパン！」 と、 私 はすつ かりびく ついて 言った。 

「この 髪の毛 はとても 変 だね、 —— これ は 人間の 毛 じ や 

ない よ」 

「僕 も 人間の 毛 だと は 言つ ちゃ いないの だ」 と 彼が 

言った。 「しかし、 この 点 をき める 前に、 この 紙に ここ 

に 僕が 描いて おいた 小さな 見取 図 をち よ つと 見て もら 

いたいな。 これ は、 証言の ある 部分に レス パネ ェ 嬢の 

咽喉に ある 『黒ずんだ 傷と、 深い 爪の 痕』 と 記されて 

あり、 また 他の 部分に (デ ユマと エティエンヌとの 両 

氏に よって) 『明らかに 指の 痕 である 一 つづきの 鉛色 



の 斑点』 と 書かれて いるものの 模写なん だ」 

「君 も 気づく だろう が」 と 友 は、 テ ー ブルの 上に、 二 

人の 前へ その 紙 を ひろげながら、 つづけて 言った。 「こ 

の 図 を 見る と、 固く しっかりと つかんだ ことが わかる" 

指の すべった 様子 もない。 一本 一本の 指が、 初めに つ 

かんだ とおりに、 —— おそらく 相手の 死ぬ まで —— 

ぎゅっと つかんだ ままだった の だ。 今度 は、 これに 描 

いて ある 一 つ 一 つの 跡に、 君の 指 を みんな、 同時に、 

あてて みたまえ」 

私 はやって みたが 駄目だった。 

「それで はま だほん とに 試したん じ やない かもしれ な 



な 声が 二つ 聞え て、 一つ はたし かに フランス 人の 声 

だ つた と言うん だからね え」 

「そうさ。 それから 君 は、 この 声に ついて 証言が ほと 

ん どみんな 一 致して あげてい る 言 葉 —— あの 

『こら ッ！』 という 言葉 を 覚えて いるだろう。 証人の 

一 人 (菓子 製造 人の モン タ ー 二) が これ をた しなめ る、 

または 諫める 言葉 だと 言って いるが、 それ はこの 場合 

もっとも なんだ。 そこで、 僕 は 謎 を 完全に 解く 自分の 

見込み を、 この 二つの 言葉の 上に 主として 立てて いる 

ん だよ。 一人の フランス 人が この 殺人 を 知ってい たの 

だ。 彼 は その 凶行に は 少しも 加わって いないと いう こ 



と は 思えない からね。 だから、 それ をた だ 推測と 見な 

して、 推測と して 話す ことにしよう。 もし、 その フラ 

ンス 人が 僕の 想像 ど おり 実際 この 凶行に 関係が ない と 

するなら、 昨晚、 僕が 帰りに 『ル • モンド』 (これ は 海 

運 業 専門の 新聞で、 水夫 たちのよ く 読む もの だ) 社へ 

頼んで おいた この 広告 を 見て、 その 男 はきつ とこの 家 

へやって 来る だろう よ」 

彼 は 私に 一 枚の 新聞 を 渡した。 それに は 次のように 

書いて あった。 

「捕獲。 —— ボル ネオ 種の たいそう 大きい 黄褐色の 



獲々 一 匹。 本 月 —— 日 早朝 〔殺人事件 のあった 朝〕、 

ボア • ド • ブロ ー ニュ にて。 所有者 (マルタ 島 船舶 

の 船員な りと 判明した) は、 自己の 所有なる こと を 

十分に 証明し、 その 捕獲お よび 保管に 要した 若干の 

費用 を 支払われるならば、 その 動物 を 受け取る こと 

がで きる。 郭外 サン • ジ エルマ ン —— 街 —— 番地 

四 階へ 来訪され たし」 

「どうして その 男が 船員で、 マルタ 島 船舶の 乗組員 だ 

という ことが、 君に わかった かね？」 と 私 は 尋ねた。 

「僕に はわ か つてい ない の だ」 とデ ュ パ ンが言 つ た。 



いますぐ 己の 手に入る ところに あるの だ。 あの 凶行の 

場所から ずっと 離れた —— ボア • ド • プロ ー 二 ュで見 

つかつ たんだ。 知恵 もない 畜生が あんな こと をしょう 

と は、 どうして 思われよう？ 警察 は 途方に 暮れて い 

るの だ。 II 少しの 手がかり もっかめ ない の だ。 あの 

獣の やった こと を 探り出し たにした ところで、 己が あ 

の 人殺し を 知っている ことの 証拠 は 挙げられ まいし、 

また 知ってい たから つ て 己 を 罪に 卷 きこむ こと はでき 

まい。 ことに、 己の こと は、 わかって いるの だ。 広告 

主 は 己 を あの 獣の 所有者 だと 言って いる。 彼が どのく 

らいのと ころまで 知っている のか、 己に はわから ない _ 



家の 玄関の 扉 は あけつ 放しに なって いたので、 その 

訪問者 は ベル を 鳴らさないで 入り、 階段 を 数 歩の ぼつ 

てきた。 しかし、 そこで ためらって いるよう だった。 

やがて、 その 男が 降りて ゆく のが 聞え た。 デュパン は 

急いで 扉のと ころへ 歩みよ つたが、 そのと きふた たび 

のぼって くる 音が 聞え た。 今度 は あと 戻りせ ず、 しつ 

かりした 足 どり での ぼって きて、 我々 の 部屋の 扉 をと 

ん とんと 叩いた。 

「お入りなさい」 と、 デュパンが 快活な 親しみの ある 

調子で 言った。 

一 人の 男が 入って きた。 まちがい もな く 水夫 だ。 I 



I 背の 高い、 頑丈な、 力の ありそうな 男で、 どこか 向 

う 見ず な 顔つき をして いるが、 まんざら 無愛想な 顔で 

ひ や ほおひげ 

もない。 ひどく 日 焦け した その 顔 は、 半分 以上、 頰髯 

くちひげ かし 

や 口髭に 隠れて いる。 大きな 樫の 棍棒 をたず さえて い 

たが、 そのほかに は 何も 武器 は 持って いないら しい。 

彼 はぎ ごちな くお 辞儀 をして、 「こんばんは」 と 挨拶し 

なま 

た。 その フランス語の 調子 は、 多少 ヌ ー フシ ャ テル 訛 

りが あつたが、 それでも りっぱに パリ 生れで ある こと 

を 示す ものだった。 

「や あ、 おかけなさい」 と デュパンが 言った。 「あなた 

は猩々 のこと でお 訪ねに なった のでし ような。 いや、 



それ は あけて あって、 なかの 物 は その 側の 床の 上に 置 

いてあった。 被害者た ち は 窓の 方へ 背 を 向けて 坐って 

いたにち がいない。 そして 握々 の 入り こんだ のと、 悲 

鳴の したのと の あいだに 経過した 時間から 考える と、 

すぐに は 獲々 に 気がつかなかった らしい。 鎧 戸のば た 

ばた した 音 はきつ と 風の 音 だと 思われた のであろう。 

水夫が 視 きこんだ とき、 その 巨大な 動物 は レス パネ 

工夫 人の 髪の毛 (ちょうど 梳 いていた ので 解いて あつ 

た) をつ かんで、 床屋の 手ぶ り を まねて、 彼女の 顔の 

あたりに 剃刀 を 振り まわして いた。 娘 は 倒れて いて 身 

動き もしない。 気絶して いたの だ。 老 夫人が 悲鳴 を あ 



げ、 身 もだえし たので (その 間に 髪の毛が 頭からむ し 

リ 取られた の だが)、 獲々 のた ぶん 穏やかな 気持が すつ 

かり 憤怒の 気持に 変った。 その 力強い 腕で 思いき り 一 

ふりす ると、 彼女の 頭 を 胴体から ほとんど 切り離して 

しまった。 血 を 見る と 握々 の 怒り は 狂気の ようになつ 

た。 歯を食いしばり、 両眼から 炎 を 放って、 娘の 体に 

跳び かかり、 その 恐ろしい 爪 を 咽喉へ 突き立てて 彼女 

の 息が 絶えて しまうまで 放さなかった。 獲々 のきよ ろ 

きょろ した 血ば しった 眼つ きが、 このと きふと 寝台の 

頭の 方へ 落ちる と、 その 向う に、 恐怖の ために 硬ば つ 

た 主人の 顔が ちょっと 見えた。 たしかに あの 恐ろしい 
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捕えられ、 植物園 に 非常な 大金で 売られた。 

ル • ボン は、 我々 が 警視庁 へ 行って (デ ュ パンの 多少 

の 注釈と ともに) 事情 を 述べる と、 すぐに 釈放され た。 

警視総監 は、 私の 友に 好意 を 持って いた けれども、 事 

件の この 転回 を 見て 自分の 口惜し さ を まったく 隠しき 

れ なくて、 人 は みんな 自分 自分の こと を かまって いれ 

いやみ 

ばいい もの だ、 というよ うな 厭味 を 一 つ 二つ 言うよ リ 

ほかにしょう がなかった。 

「なんとで も 言わして おくさ」 ベ つに 返事 をす る 必要 

もない と 思つ ていた デュパン はこう 言った。 「勝手に 

しゃべ ら せて おくさ。 それで ご 自分の 気が 安 まる だろ 



うよ。 僕 は 奴さんの 城内で 奴さん をう ち 負かして 

やった の だから 満足 だ。 だが、 あの 男が この 怪事件 を 

解決す るのに しくじつ たという こと は、 決して 彼 自身 

が 思って いるよう な 不思議な 事 がら じ やない。 なにし 

ろ、 実際、 わが 友人の 総監 は少々 ずるす ぎて 考え深く 

ないから ね。 彼の 知恵に は 雄蕊がない の だ。 女神 ラ 

ヴ エルナの 絵みたい に、 頭ば かりで 胴がない。 II あ 

るい は、 せいぜい 鳕 みたい に 頭と 肩ば かりなんだ。 し 

かしま ああの 男 はいい 人間 だよ。 僕 はこと に、 あの 男 

が 利口そう な 口 を 利く ことに 妙 を 得て いると ころが 好 

きなん だ。 そのお かげで 奴さん は 俊敏と いう 名声 を 得 



てい るんだ がね。 奴さんの やり 口と いうの は 

『ある もの を 否定し、 ない もの を 説明す る』 (原注) と 

いうの さ」 

原注 ルソ— の "Nouvella H610ises" 
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